
第２回 一宮市まち・ひと・しごと創生推進会議 議事録（要旨）

日 時：平成２７年８月２８日（金）午後２時～３時５６分

会 場：一宮市役所 本庁舎１１階 １１０２会議室

出席者：委員２０人（代理出席２人）、事務局４人

傍聴者：１人

１． 開会

２． 資料・定足数の確認

３． 傍聴者の報告

４． 議事

① 各種アンケート調査集計結果について

▽アンケート調査集計結果（転入･転出者向け）を説明【資料１－１】

 ・転出入の理由や転出入先を決める理由など

   ▽アンケート調査集計結果（学生向け）を説明【資料１－２】

   ・卒業後の進路希望地と居住地域を決める理由など

   ▽アンケート調査集計結果（子育て世帯向け）を説明【資料１－３】

   ・理想と現実の子どもの数の乖離の理由や子育ての不安事項など

◎委員の意見等

・アンケートは概要版とあるが正式結果はいつですか。

事務局：もう少し分析を加えて最終的なものにしたいと考えています。

② 一宮市人口ビジョン骨子（案）について

▽人口ビジョン骨子案を説明【資料２－１】

・過去から現在までの人口動向を、時系列、年齢階級別、出生、産業別就業・雇

用について分析した結果など

▽人口推計シミュレーションを説明【資料２－２】

・合計特殊出生率と移動率の違いによる独自算定した人口の推移結果など

・独自算定を行った 12 パターンのうち、パターン１（出生率は国・県に準拠、

移動率は現在の２倍）を事務局案とすることを提案

◎委員の意見等

・同規模市比較で他項目は低いのに事業所数だけ一番多くなっているが、繊維の

中小零細が残っているのか。

事務局：統計上の一定規模の事業所の数ですが、小規模なところがかなり残

っていると推測します。

・できれば 35 万人で推移する都市であってほしいと思います。

・出生率に理想と現実あるが、この高い目標をどのように考えているのか。

事務局：アンケートでは子ども数に理想と現実の差があり、これから諸施策



を通じて希望人数まで上げる努力をする、目指す数字です。なかな

か難しいことですが、理想を叶えるために社会全体で支える目標と

して定めました。

・人口推計で提案されたハードルは高い。進めるにあたり市民に距離を置かれる

ような難しい数値でなく、超すことが可能な数値を目標にした方が士気は上がる

のではないか。

事務局：移動数については過去の実績から出したもので、今後も社会増は続

くと考えています。出生率については議論があると思いますが、こ

の数値に向けて努力していきたいという考えによるものです。

・社会増が今後も持続することは、何らかの調査で出ているのでしょうか。

事務局：明確なものでではないですが、名古屋に近いという利便性があり、

都会過ぎないということが評価されているのではないでしょうか。

・社人研の推計が何も手を打たなかった場合の数字でよいですか。

事務局：そのとおりです。

③ 一宮市総合戦略の基本目標・基本的方向（案）について

▽メインテーマ（大目標）と４つの基本目標・基本的方向を説明【資料３－１】

・総合戦略策定には目指すべき方向性が必要で、戦略は何をやるのかという柱

になるのが基本目標･基本的方向です。議論のため、複数案を提示させてもら

いました。メインテーマは、キャッチフレーズ的なものです。基本目標は、国

に従い４つに分けました。基本的方向については目標に対して実施すべきイメ

ージになります。なお、ここに挙げた基本目標・基本的方向については、すべ

てを実施するというものでなく、考えうるものを網羅したものです。重点を置

くべきことや大切なことなど、ご意見をお願いします。

▽総合戦略策定に向けた一宮市の現状分析を説明【資料３－２】

・この現状分析は、活かせることをイメージして、強み･弱みをまとめたもので

すので、参考にしてください。

◎委員の意見等

▽メインテーマで利便性はやむを得ないし、人を呼び込むということもいい。住

んで暮らしてもらうために安心・安全は欠かせないことであり、防犯カメラ設置

の必要性強く感じているが、町内がまとまらないと設置できないので、行政の力

や地域創生の役割を強化したいと感じている。（意見報告書№１）

▽一宮は、一つのまちで「ヒト・モノ・カネ」が成立しないという意味で田舎

であり、農業など都市ではない豊かな田舎でもある。

出生率については一番高いものを出さざるを得ないし、これを目指して都市間

競争すること、真剣に取り組む危機感を表現するものでないといけない。100
年先の人口状態を示し、どんなに危険な状態かを出した方が良いと思う。



長期的な地域目標を持ちつつ、短期的具体的実践と失敗、反省を繰り返して生

まれていく「一宮らしさ」「ブランド」を育みたい。

一宮市が全市で情報共有し真剣に取り組んでいる実態を聞きたい。広報につい

ては、地方創生のスペシャルサイトで広範な意見を常に聴きつつ発信できたら

良いと思う。（意見報告書№２）

▽食事から第一歩ということで「食・農を通じて、楽しく学べる、楽しく健康

になる」まちづくりを意見報告書のとおり提案した。（意見報告書№３）

▽一宮市内で働きたい人はあるので、介護職とかあれば若者の職業となり得る

が、医療系、介護福祉系は給与安くて家族が養えないので、何らかの補助があ

ればと思う。（意見報告書№４）

▽メインテーマ＝切り口として子育てで良い。子育ては、すべてのことにつな

がるものと考えます。共働き世帯が増えており、安心して預けて働ける環境を

つくる市であれば社会増にもつながる。（意見報告書№５）

▽大学生の奨学金（教育ローン）が、若者にマイナススタートを強いており、

若い世代に負の連鎖を呼んでいると聞いた。国がやることかもしれないが、ま

ず地方＝市から訴えて国･県への働きかけが必要である。金銭がないため教育

が受けられないという心配がある。

子育ては充実してほしい。共働き世帯が増えており、仕事・子育ての負担も大

きい。子どもを預ける以外で、負担を和らげることも考えなければならない。

（意見報告書№６）

▽起業創業には取り組んでいるが雇用創出まで至っていない点で企業誘致は必

要と考える。繊維、食品製造という地場の産業を育成できるような企業誘致が

必要で、そのための土地の有効活用として、競輪場跡地の活用や繊維団地の再

開発に真剣に取り組む必要がある。工業団地の開発も進んでいないので取り組

んでほしい。（意見報告書№７）

▽勤労者世帯収入の高いまち、共働きしやすいまち、３世代同居がしやすいま

ちを目指し、そのために雇用の場を創出する。（意見報告書№８）

▽基本目標にある「水辺の風景」というのは、今までアピールされたことがな

かった気がする。地域によりベッドタウン化しているところもあり、究極のベ

ッドタウン目指してもいいかともちょっと考えてしまう。地方創生では、今ま

でやっていいのかと思っているようなことにも取り組めば、やったところは注

目される。

▽メインテーマは総合戦略の核であり、ここから一宮の魅力とか施策が出る凝

縮したものでまとめるものである。「名古屋から 10 分」という同条件の他のま

ちとどの様に差別化を図るかという点もあるが、人口は社会増ということであ

れば外せない。

基本目標については、経済面では外で稼げる産業と雇用を吸収する産業を立地

が必要で、企業誘致は最も大事である。基盤産業（製造業）の周辺には非基盤



産業（サービス業）が形成され、住み良さが増すということになる。一宮は企

業数に比べ出荷額が少なく労働生産性低いので、できるのは付加価値的な産業

の育成となる。尾州テキスタイル産業は構造変換が難しいが、基盤産業であれ

ば施策は大事である。創業起業は新たな産業を興す取り組みとして最も大切

で、若者への企業スピリット醸成はとても大事である。これから財政厳しいの

で市民力を活かしたソーシャルビジネス支援、また女性の働きやすい環境整備

も大事となる。

▽フリーター、派遣社員という給料低い若者増えており、高い出生率目指すな

ら、20・30 代の独身者に対するアンケートや既婚者で子どもがない世帯への

アンケートも必要と考える。派遣等に頼らないためには、企業誘致による雇用

機会を増やすことも必要である。

▽個人的には、岡崎から一宮に通っているが、名古屋や岐阜に本当に近い。名

古屋のベッドタウン的になれば人口は確実に増える。例えば三河のように外国

人が増えれば人口は増えるが、不安要素も増える。どのような人に住んでほし

いかを考えてもらえたらと思う。

▽人口減少をいかに止めるかについて、①自然減をいかに減らすか②社会増を

いかに増やすか③企業誘致で他市町の人をいかに取り込むか、のいずれか。

ベッドタウンということあれば、まちづくりのコンセプトは全く変わる。

基本は②③であり、ポイントは税収が上がる企業誘致であり、これによりいろ

いろな子育て支援ができる。

▽地方創生に取り組むなら、他の委員さんと同じよう、子育ての精神的負担を

和らげることと、食の大切さを併せながら行うことが良い。究極のベッドタウ

ンもいいでしょうし、ここに防犯とか暮らしやすい環境が出てくる。

奨学金の問題（若者の貧困化）は大事だが、国が取り組む問題と考える。

一宮は子育てで進むのが望ましいと思う。

▽一宮はどんなまちと市外の人に聞かれたとき、市民はどう答えるか。ベッド

タウンという言葉が先に出てくるのは魅力がないからで、一宮ブランドを創り

あげるなど団体として取り組んでおり、市民が自信もって言えることが、市の

魅力を高める大きな要因となる。

修文大学学生へのアンケートで９割の人が学校からどこも寄らず家に帰ると答

えた。競輪場跡地や繊維団地再開発などコンセプトをもち開発し、一宮のまち

に来る理由をつくってあげることも大事です。

▽税収という視点から産業活性化が重要と思う。中心市街地活性化では 20 年

前の鉄道高架からいろいろ取り組んできたが活性化の効果はまだみられない。

シンボルの真清田神社周辺の賑わいも今ひとつであり、これら環境を活かす仕

掛けが必要。昼間人口を増やすための賑わいづくりとして、鉄道等の利便性と

いう利点を活かし観光に力入れる。リニアを見据え「観光都市一宮市」という

力強い目標を持って、市外の人や外人、若者に支持されるまちづくりを目指



す。インターネットや Wi-fi 整備などは観光都市として宣伝効果がある。いろ

いろな観光資源があり、全国に広げられたらと思う。200 万都市名古屋市の市

民が、田舎の一宮を目指すまちにする。

▽一宮署内の犯罪は県内 44 署の中でも真ん中より少ない方だが、ネガティブ

な評価となっている。また、定住者については、例えば自分の同級生を見てみ

ると一宮市内に住む者 47.5%、これを含め県内は 82.1%とかなり高いという状

況である。

▽中心部以外の者には名古屋への利便性の実感はない。総合戦略で、人口減少

を人の呼び込みと捉えるのは賛成できない。子育てにかかわる者として、人の

取り合いよりは、人をいかに出さないとか、例え一時市外に出ても必ず帰って

きてくれるような取組みをお願いしたい。地元には高校も多く、地元企業との

いい連携もあるが、知られていないのでアピールが必要である。市には細かい

ことで売りが一杯あるので、これを取り上げて力を入れることもできる。

「トカイナカ」のような田舎色は出した方が良い。地元食材を給食に定期的に

出したり、地元企業と連携を密に職場体験をしたりと、小中学生に一宮には素

晴らしいものがあることが分かるよう、田舎体験みたいなものができる体験型

教育の方面にも目を向けてほしい。（意見報告書№８）

▽津波、土砂崩れなど災害が少ないという点で安全なまちであるが、稲沢など

の近隣市と比較し子育てしやすいまちかといえば評判は良くない。子ども医療

費・放課後児童クラブの問題でも不十分なのでお母さん方は不安がっており、

働きやすい子育て環境づくりに早急に取り組んでほしい。子どもの希望数に対

して出生率の低さは、経済的な問題と核家族化による担い手不足の問題かと思

う。女性が経済的に働かざるを得ない状況に合わせた取り組みも遅れている。

大学の授業料負担も先進国では一番高い。仕事の面では活力ある産業のまちづ

くりをいかに進めるかであり、先だってＦＤＣであったようなＰＲも必要なの

でやってもらいたい。

▽先ほどの発言で言葉が足りず補足したい。究極のベッドタウンと言ったが、

どこかの大きな団地ではなく、ゴーストタウン化させないことをイメージした

ものである。逃げない企業誘致なども併せてやりつつ、まず考えられることが

都心から 10 分を利用したベッドタウンということなので、いろいろやる中の

一つの事柄という意味である。

５． その他

次回会議は１０月下旬を予定、決まり次第ご案内します。次回会議資料も早めに送

付しますので、お目通し願います。
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